
育苗 生育期間

労働力２人，１０ａ当たり６００株植え，JA共販で試算 2016.2　宮城県大崎農業改良普及センター

播種 移植 収穫

（◎：台木） （◎：穂木） 片づけ

（台木と穂木の播種・育苗は苗の注文先にて行う） ほ場準備 苗配布

先にマルチを張って 定植 収穫 10月20日頃までの
地温を確保する ・薬剤処理 ・収穫開始 収穫量ピーク 出荷を目指しましょう

・定植準備 反省・次作にむけての準備
・誘引作業

追肥：6月下旬頃追肥開始。約１０日おきに樹勢をみながら２〜４ｋｇ/10a施肥

・アブラムシ類防除 ・アザミウマ類防除 ・ハダニ類防除 ・ハダニ類防除

・田植えと定植準備がやや競合する→マルチャー利用により省力化！ （定植前薬剤施用） ・アブラムシ類防除 ・タバコガ類防除 （・ホコリダニ類防除）

・6月下旬から収穫が始まり収穫作業が中心となる。
・7月〜8月は収穫作業が多く，なすの労働負担が高い ・灰カビ病防除 ・うどんこ病防除 ・褐色腐敗病

・露地なすの労働時間：年間６０８時間 ・うどんこ病防除 ・うどんこ病防除 ・すすかび病防除 ・うどんこ病防除

（ハウスなすの労働時間：年間９００時間）

・ほ場の面積に合わせて必要株数を計算する。
ａあたり５０株、１００坪あたり１６０株 なすは水と肥料で穫る！
１０ａあたり６００株 良質の花は良質の果実になります ・なすの生育は成長と着果が同時に
参考：株間60cm，うね幅200cm ・大きく花びらの色が濃く，めしべが 進み，収穫が始まると常に水と
うね立ては裏面の図を参照 　雄しべより少し長い花は良質です 肥料が必要になります

・品種　穂木：くろべえ ・花を観察して株の状態を確認します ・追肥の開始は早めに行いましょう
台木：トルバムビガー ・めしべが下図○のように短くなって来たら 収穫が始まった6月下旬頃

（裏面参照） 　追肥のサインです。 からの開始が目安です，追肥は
標準的な施肥量 遅れずに追肥を行いましょう 少なくとも月1回は行いましょう
・苦土石灰（タイニー）:1０0kg ◎ △

・CDUタマゴ化成：120kg 全層施肥
・燐硝安加里S604：20ｋｇ
施肥･耕うん･うねたてマルチがけ 10ａあたり収穫量の目標
・基肥窒素成分量で約15～20ｋｇ/10a 良質な苗 4ｔを目標に！
・黒マルチ（幅１５０ｃｍ）使用 ・株あたり果実を80個収穫すると

0.1ｋｇ×８０個×６００株
・苗が到着したら箱から出し，乾燥して ※株元のマリーゴールドはコンパニオンプランツ ＝ 4.8t 商品果≒４ｔ
　いる状態であればかん水する
・定植直前に液肥をかん水する ・主枝4本仕立てとすると一枝20個 ・気温が下がると果形は
　肥料切れ,しおれがないように準備 ・うねの上約150cmのところに 前後が目標となる（一節一果程度） ランプ型（下写真参照）
・開花直前〜1花開程度の苗を エスター線かマイカ線を横に張る になり表皮に傷等が見ら
　晩霜の心配がない5月下旬に定植 ・枝を3〜4本として残す枝に誘引 れるようになってくる
・定植前に苗の薬剤処理。苗の時から ひもをからめて誘引していく 出荷する際には規格を
　ほ場に虫を持ち込まない ※誘引に必要なひも数は４本仕立て ・最初の花はホルモン処理を行い ・真夏の日差しで果実表面が焼けること 確認して，販売可能な
・定植後は活着まで萎れないように の場合に株数×４本となる 　必ず着果させる があるので，果実に直射光があたらない　 ものを出荷するように

　手かん水を行う ・６月中旬の第３果頃まではトマトトーン ようにし，大きな葉をつけられるよう 注意する

　50倍液で着果処理し，その後は 追肥をこまめに行う　
〜初めて取組む方へ②〜 　自然着果（蜂，風などで受粉する）とする ・樹勢を落とさないように管理する
障壁作物（ソルゴー）を ・果実は開花から15～20日で収穫となる
畑の周囲に植えておこう！
・強風（稲さ風，台風）から
なすを守り，害虫を食べる
天敵のすみかにもなります ・収穫は気温の低い時間帯に行い、 ・台木は苦土を吸いにくい
・保温効果（収穫期後半） 　取り残しのないように行う 特性があり，欠乏症状が
も期待されます ・2人の組作業とし，向かい合って 出やすいので，収穫が始

　収穫すると良い まったら苦土（Ｍｇ），

※ソルゴーはなすの植付けと同時に播種 ・収穫には果実を挟んだまま持てる 石灰（Ca）を含む肥料で
うね立てマルチはマルチャーを使うと省力的！ 2列筋まきに！なすに対して日影に 　専用のはさみを使うと良い 葉面散布を行う 低温期の果実

・機械利用により手作業の５分の１に労力削減が可能です ならないよう，2メートルくらい離して 苦土欠乏の葉

（マルチャーのリースはJAにご相談ください） 蒔く　（上の写真は9月上旬頃のソルゴー） ※暦中の図はいずれも「野菜栽培の基礎知識」鈴木芳夫：編より引用
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露地なすに取り組んだ場合の忙しさは？
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病害は予防防除を中心とする 



なすのうねは一般的に下記図のように準備しておきます 露地なす栽培暦　
通路は収穫作業がしやすいよう広めにとりましょう

〜省力うね立てで　取組んでみませんか〜

※誘引支柱は約３ｍ間隔に配置します

平成27年度露地なす実証展示ほ結果より
収量：4.0t/10a　販売単価：＠210円/kgで試算 

　　　　　　　　※JAのうね立てマルチャー機械リース料:9,000円/10aは農機具費に含む

古川農業協同組合

宮城県大崎農業改良普及センター
 

 

 

株間
60ｃｍ

うね幅 200ｃｍ

ベッド幅100ｃｍ

露地なす経営指標 (円/10a）

項目

4,000kg×@210円/ｋｇ×1.08

収量×単価×税

粗収入 907,200

種苗費 97,800

肥料費 38,000

薬剤費 13,570

諸材料費 36,700

動力光熱費 24,200

農機具費（減価償却費等） 23,567

租税公課 9,918

建物及び施設費 1,303

出荷販売経費 236,120

その他（保険料） 6,998

経営費 488,176

農業所得（円/10a） 419,024

労働時間（時間/10a） 608

所得率（１０ａあたり） 46%

907,200


